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 第２回広域観光連携専門委員会 会議録 

 

 日時：平成 30年 8月 1日 

14：00～ 

会場：糸魚川市民会館 3階会議室 

１、開会挨拶 

〈糸魚川市観光協会〉 

  

２、報告 

 ◇カーゴ＆トラックについて 

 〈事務局〉 

 ・6 月 23 日から募集をしているが今のところ実績がない。10 月 28 日までだが、このまま

やり続けるのか、他の取り組みをした方がいいのか、どういった形で利用促進に努めてい

くか皆様からご意見をいただければと思う。 

  

 〈委員〉 

 ・松本や安曇野の自転車乗りの方々は、糸魚川へ行きたいという意識が非常に強い。チラシ

を見た時も反応は良かった。しかし、事前取り消しが催行日の 10 日前であることや、自

転車と一緒に乗れないという事がネック。もし輪行バッグなどで一緒に手荷物として移動

できれば非常にやりやすいのではないか。輪行バッグを糸魚川と小谷で貸出をするという

事になれば魅力ではないかという話を聞く。 

 

 〈委員〉 

 ・周りの声を聴くと、自転車はとても高価なのでできれば他の人に触らせたくない、自分の

そばに置いて目に見えるところに置いておきたいという方が多い。輪行バッグはとてもい

いのではないか？北アルの方でバッグを用意・管理していくのはありなのでは。 

 ・一般的な輪行バッグの他に何かないのかと検索してみたところ、普通は前輪後輪を外すと

いう手間がかかるが、前輪だけ外してカバーをかけるというものもあるようなので、こち

らも参考にして実現可能かどうかも含め検討してみたらどうか。 

 

 〈委員〉 

 ・人数の問題や締め切りの問題の制度を少し緩めるというのは駄目なのか？ 

 

 〈委員〉 

 ・緩めても、結局は自転車と一緒に乗りたいというこだわりのある方がいるので難しい所 
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 〈事務局〉 

 ・カーゴトラックについては、制度を緩和してでも利用促進に努める。輪行バッグについて

も、今年度試行的に購入しやってみるというのはどうだろうか。 

 ・乗り捨てのようにバッグも使い捨てで、捨て先で JR の方に回収してもらうのか、もしく

は回収箱などを作るか等、色々と調整しなければならない。自転車に乗る方が使いやすい

のが一番。 

 ・できれば冬をかけて調整と、今年度の予算で購入し、雪が溶けた 4 月から運用開始という

進め方でいきたい。 

 

３、審議事項 

（１）鉄道魅力発信事業について  

◇鉄道フィギュアストラッププレゼントキャンペーン 

 〈事務局〉 

 ＝資料に基づき説明＝ 

 

 〈委員〉 

・泊駅でのストラップ交換に関して、1 週間期間中を通して 1 か所で交換が出来ず、２ヶ所

での対応になってしまったのはご利用されるお客様に申し訳ないが、これから駅とももう

少し話をし、お客様に気持ちよく対応できるようにしたい。 

・ストラップの種類はどういう分け方か？ 

 

〈事務局〉 

・駅の規模にもよるが、均等に配分したいと思っている。 

 ・前回のキハストラップキャンペーンの際、参加駅では何らかトラブル等はあった？ 

 

 〈委員〉 

 ・記念に切符を持ち帰りたいというお客様がいたので、コピーで対応した。 

 

 〈事務局〉 

 ・鉄道ファンの中にはそういった方もいらっしゃると思うので、トラブルにならない程度に

臨機応変に対応していただきたい。 

  

（２）キハ５２ストラップの活用について 

〈事務局〉 

 ・昨年実施したキハストラップキャンペーンのストラップの残りが、未だ 600 ほどあり、 

  このまま余らせておくのも勿体ないので、何か有効活用できないかと思っている。 

  大糸線など鉄道関係のイベントがあった時のノベルティに使用するのはどうか？ 

皆様のご意見をいただきたい。各市町村個別のイベントでも可。 

 ・大糸線全線開通 60周年記念と書かれているが、その時作ったものだと説明し使っていた

だければと思う。 
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〈委員〉 

 ・アフターDC の位置づけとして特別電車のイベントがあり、受け入れを南小谷駅でやるの

で来ていただいたお客様にお渡しすることもできる。 

 

 〈委員〉 

 ・白馬駅名称変更 50年の記念式典を開催するので、そこで使わせていただければと思う。 

 

〈事務局〉 

・イベントで使っていただくのは大変嬉しい。イベントの都度、各市町村からどれだけの量

が欲しいとお申し出いただくのか、ある程度まとまった数を先にお渡しするのか等 これ

から決めていかなくてはならない点も多い。 

 ・ストラップの利用については、大糸線の利用促進につながるイベントでのノベルティに使

うということで問題ないか？ → 問題なし 

 

 （３）平成 31 年度訪日プロモーション地方連携事業について 

〈事務局〉 

 ・運輸局から、来年度の計画はどうするか、なにかあるなら教えてほしいと通知があった。 

・今現在やっている訪日プロモーション事業については、28 年度から今年で 3 年目という

ことで一区切りがつく。 

・31 年以降も同じ事業ではなかなか厳しいと思う。今後もっと力を入れた方がいいもの当

あればご意見いただきたい。 

 

（４）今後のスケジュールについて 

 ◇平成 30 年度訪日プロモーション地方連携事業の今後の事業について 

〈委員〉 

＝資料に基づき説明＝ 

・流星花園に２回泊まることになっているが、バーべキューができる宿が糸魚川にあれば 

是非そちらにしたい。 

 

（５）その他 

〈事務局〉 

・ストラップキャンペーンが 16 日から始まるので、 

・こちらからまた 運輸局からの通知等をメールでお送りさせていただく。皆様の所で行っ

ているインバウンドのこと等 どんな事でもいいので、10 日(金)あたりまでにご意見をい

ただければ幸い。 

 

４、その他  

 

５、閉会挨拶 

〈糸魚川市観光協会〉 

( 15：40 終了 )  

 


